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  「水のろ過と地球環境」を考える　―子どもたちの驚きと，真剣なまなざしに触れて― . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .金森麻理子

次号予告　　59 巻　7号 ヘッドライン ： 第 18回化学教育フォーラム「実験を主体とした普及交流活動～様々な立場からの提案～」

　ベンゼンはもっとも基本的な芳香族炭化水素であり，化学教育関係者にとって
も，なじみの深い物質ではないだろうか。十数年前までは，高校・中学などの実験
室でもさほど危険とも思わずに使用していたベンゼンも，現在では，その使用をで
きるだけ控える傾向にある。現代におけるベンゼンの化学的な位置づけについて，
教育現場においてその扱いについてどのように考えたらよいかや，化学物質の基準
値などのリスク評価の考え方，また，ベンゼンの原料としての重要性やその製造法
などの観点から平易に解説する。
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